作成：諏訪茂樹

コーチング･プロセス･レコード
１．あなたが試みたコーチングのプロセスについて、会話の流れが分かるように発話順に①②③･･･の番号をつけながら、「自分の言葉」と「相手の言葉」を思い出せる限り、具体的に記入して下さい。

２．「自分の言葉」と「相手の言葉」を振り返り、自分で気づいたことを「考察」に記入して下さい。

	報告者：
	所属(番号)：
	日付：

	相手のプロフィール：

	自分の言葉
	相手の言葉
	考察

	
	
	


【記入例】
	報告者：平成花子
	所属(番号)：Ｃ２
	日付：2004年2月29日

	相手のプロフィール：学生時代の友人で、未婚･一人暮らし。仕事は会社の経理で、趣味はホームページ作り。5年ぶりに会って、雑談に花を咲かせたときの会話。

	自分の言葉
	相手の言葉
	考察

	①ところで、最近、困っていることは？
③どういうこと？

⑤どうしてそうなるの？

⑦どうすればいいの？

⑨そうだね。

⑪ノートがいいよ。
	②パソコンに困っている。

④反応が遅くて。

⑥型が古すぎ。

⑧買い換えかも。

⑩ノートかな？デスクトップかな？

⑫でも…
	問題を明確化する質問
「それは困ったねー」と共感した後の方がよかったかも。

相手の考えに対する支持

助言して、答えを与えてしまった。コーチングではない。


※ここに、さらに考察を書き加えると、なお良いです。
文献：諏訪茂樹『対人援助のためのコーチング　－利用者の自己決定とやる気をサポート』中央法規出版
Web：http://suwa.life.coocan.jp/coaching/coaching_process_record.doc

